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１．目   的 
   シティーハイツ竹芝エレベータ４号機に対して昨年 6 月の事故状態と同じ状

態を再現し、電磁波でエレベータが上昇するか否かを確認する。 
 

２．概   要 
  ２-１ 調査場所 
     東京都港区芝１丁目８番２３号 
     シティーハイツ竹芝 ２３階 エレベータ機械室 
     ４号機エレベータ 制御盤 
          製造メーカ シンドラーエレベータ株式会社 
          設置年月  １９９８年４月 
  ２-２ 調査日 

２００７年 10 月 04 日 
     気温 24.0℃ 湿度 56％ 
 
  ２-３ 調査項目 
     高周波ノイズイミュニティ試験 
      ○ ファーストトランジェントバースト試験 

○ 方形波インパルスノイズ試験 
 

  ２-４ 調査者 
     東京都品川区東五反田５丁目１０番１８号 
     ノイズシールドジャパン株式会社 技術課 
 
３．調査内容 
     前回のノイズ試験によってインパルスノイズ試験、ファーストトランジェント

バーストノイズ試験により、過去に異常動作を起こした現象は殆んど再現でき

ている。 
     今回の試験は昨年の事故状態が電磁波で再現するか否かの確認実験である。 
 
       事故当日の状況再現モード 

＊ 地下（1Ｆ）より乗り、12Ｆ、13Ｆボタンを押す。 
          ↓ 
＊ 12Ｆ到着後 扉 開状態にてノイズ印加。 

（エレベータが上昇するかの確認実験） 
エレベータ扉の開状態維持は 5 種類のモードがある。 
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     日本で実施されている一般的な高周波ノイズ試験を説明する。     
○ ファーストトランジェントバースト試験 

国際電気標準会議で試験法が制定（IEC6100-4-4）されており、日本も加

盟しているので JIS 化も終了している。 
○ 方形波インパルスノイズ試験 

IBM の技術者 B.S.タンドン氏が 30 年以上も前に提唱した、コンピュー

タの高周波ノイズ試験で高速インパルスを印加する方法である。 
日本では IEC が試験法を検討するかなり前から普及している方法で、殆

んどの電子機器メーカが採用している。 
４．試験機器の違い。（資料提供、ノイズ研究所） 
     一番の大きな違いはノイズ波形と含まれる周波数成分の違いである。 
   ○ファーストトランジェントバースト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ○方形波インパルス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ファーストトランジェントバースト 
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○ファーストトランジェントバースト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○方形波インパルス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．使用測定器 
 

品    名 型  名 製造番号 製造メーカ 備  考 
ファーストトランジェン

トバースト 
FNS-AX3 FNS06Y0511 ノイズ研究所  

方形波インパルス試験機 INS-4020 INS0320544 ノイズ研究所  
カップリングアダプタ CA-806 INS02X0393 ノイズ研究所  

   注 ： ファーストトランジェントバーストの信号線印加用クランプは容量性クラ

ンプであり、サイズが１ｍ以上もあるので竹芝の現場で使用できず、他の

容量性クランプもサイズが大きい。 
       従って、ここでは磁界結合クランプの CA-806 を選定した。 
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   ○ファーストトランジェントバースト試験機 FNX-AX3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ○方形波インパルス試験機  INS-4020 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ○カップリングアダプタ CA-806 
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６．ノイズ印加ポイント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    Ｐ．１   内部ＢＵＳ 下側 
    Ｐ．２   内部ＢＵＳ 上側 
    Ｐ．３   Ｉ／Ｏ ポート 
         
 
 ○印加プローブ設置状態 
  

    P.1                    
 
 
 
 
 
 
                       
 
 
 
 

P.1 

P.2 
P.3 
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Ｐ.2 

Ｐ.3 
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  Ｐ.3 

 
 
      
 
 
 
 
 
 
      
 

ドア開維持方法 

ノイズ印加 

手で押さえ

る 
外釦開押し

続ける 
内釦主開押

し続ける 
内釦右側押

し続ける 
内釦左側開

押し続ける 

Ｐ.1      

Ｐ.2      

Ｐ.3      

 
      実験ができた。 
 
      実験不可であった。 
 
７．試験結果 
 
     ノイズの印加は、INS（方形波インパルス）を先に印加した。 
     最初にエレベータをＢ１へ移動し１２Ｆ，１３Ｆを設定後１２Ｆに移動。 
     扉は外開釦を押し続けてノイズ印加をスターとした。 
     １０Ｖステップにて印加し、＋印加、－印加を交互に印加、＋１０００Ｖ 
     まで印加するも動作せず。一度印加を中止し、エレベータの動作確認をした。 
     全く制御できずバス中継用の基板が破壊されていた。 
     中継基板を取り外し、インバータ制御ボードを直接制御基板側に移設、エレベ

ータ内部での制御が可能となった。 
     電磁環境としての状況は変化してしまったが、制御可能となり内釦開での実験 

 

＊ ＊ ＊ 

＊ ＊ ＊ ＊ 

＊ 

＊ 

＊ ＊ ＊ 

＊ 

＊ 
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     は可能となったので継続した。 
      
   内釦主開にてノイズマイナス印加 ：  －140ｖにて照明消灯、ＤＣ２４Ｖトリッ

プ、ＣＰＵ暴走。 
            プラス印加  ：  ＋180Ｖにて照明消灯→復活 
                      ＋270Ｖにて他階呼びランプ点灯 
            マイナス印加 ：  －290Ｖ他階呼びランプ点灯→消灯 
                      ドア開閉の電磁開閉器作動 
                      －300Ｖ ＣＰＵリセット 
            プラス印加  ：  ＋270Ｖ 他階呼びランプ点灯 
                      ＋300Ｖ 他階呼びランプ消灯→別の他

階呼びランプ点灯。 
            マイナス印加 ：  －280Ｖ他階呼びランプ点灯 
                      －290ＶＣＰＵリセット 
     これ以上のノイズ印加レベルのアップは再度破損の恐れがあるので、中止した。 
 
８．考 察 
    ノイズ印加により基板内の半導体が破壊したものと考えられるが、そのために最

初の部分しか試験できずに残念であった。 
    すべての印加場所に徐々に印加レベルを上げる方法がベターであったと考えられ

るが、印加クランプを移動させるのに時間が掛かるのでその方法を選択できなか

った。 
    今回の目的はＣＰＵがノイズによる誤動作を行うモードであるので、基本的には

不定であり再現性は非常に少ないと考えられる。 
    従って目的の再現ができるどうかはわからない状態であった。 
    前回と異なったのは電磁環境の変化で 60Ｖ近辺で誤動作開始していたものがフラ

ットケーブルを外した状態で 270Ｖから 300Ｖになった事であろう。 
    ただし、現象も異なってＣＰＵが暴走する現象が起き始めた。暴走するとすぐリ

セットが掛かり初期状態になるので結果的には押した釦が消える現象となるのが

大半と考えられるが結果は何が起こるかわからない。 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


